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総
務
文
教
常
任
委
員
会	

11
月
13
日
～
15
日

　

森
山　

昭
、笹
川
信
子
、梶　

勉
、阿
部
銀
次
郎
、西
川
哲
司
、島
田
伸
子
、杉
井　

旬
、

　

西
川
重
則
、小
林　

誠

○
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
、
い
じ
め
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
（
群
馬
県
高

崎
市
）

　

平
成
10
年
度
の
新
庁
舎
建
設
時
に
「
人
、

も
の
、
情
報
、
文
化
の
交
流
拠
点
」
と
し

て
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
行
政

資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
や
刊
行
物
の
販
売
を

通
じ
て
、
広
く
市
民
に
情
報
提
供
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
は
〝
防
止
”
が
中
心
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
の
い
じ
め
対
策
を
参
考
に
、「
い

じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
小
中
学
校
等
の
校
長
が
率
先
し
て
各

校
独
自
の「
い
じ
め
根
絶
宣
言
」を
策
定
し
、

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の
指
導
を
年
間
計
画

と
し
て
位
置
付
け
る
な
ど
の
対
策
を
行
って

い
ま
し
た
。

○
市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
事
業
に
つ
い

て
（
静
岡
県
磐
田
市
）

　

東
海
地
震
の
備
え
に
よ
り
、
市
民
の
防

災
意
識
が
高
く
、
自
治
会
数
３
０
４
に
対

し
て
自
主
防
災
会
の
組
織
が
３
１
７
に
及
ん

で
い
る
な
ど
自
主
防
災
組
織
設
置
が
徹
底

さ
れ
、
自
治
会
長
と
自
主
防
災
会
の
会
長

は
基
本
的
に
兼
任
し
な
い
こ
と
で
役
割
分

担
を
はっ
き
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

○
防
災
対
策
に
つ
い
て
―
庁
舎
敷
地
に
お

け
る
井
戸
の
設
置
―
（
東
京
都
世
田
谷

区
）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
災
害
時
の

対
応
、
生
活
用
水
の
確
保
と
し
て
庁
舎
敷

地
内
に
深
井
戸
を
掘
り
、
主
に
非
常
時
に

お
け
る
職
員
への
対
応
を
基
本
と
し
て
、
地

下
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
し

た
。
電
話
回
線
を
用
い
た
遠
隔
監
視
装
置

に
よ
り
、
地
下
水
揚
水
量
、
地
下
水
位
、

処
理
水
量
な
ど
を
24
時
間
監
視
し
て
お

り
、
機
器
設
備
の
異
常
発
生
時
に
は
警
報

を
発
し
、
直
ち
に
自
動
で
地
下
水
の
処
理

水
の
供
給
を
停
止
し
、
公
共
上
水
道
に
切

り
替
え
が
で
き
る
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
と
め 

　

高
崎
市
の
「
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

や
「
い
じ
め
根
絶
宣
言
」
等
の
施
策
に
お
い

て
、
教
育
長
と
各
学
校
長
と
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
お
り
、
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
磐
田
市
の
防
災
対
策
で
は
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
や
、
住
民
への
防
災
に
対

す
る
啓
発
活
動
が
細
部
ま
で
徹
底
し
て
お

り
、
近
年
災
害
が
多
発
し
て
い
る
三
条
市

に
お
い
て
も
見
習
う
べ
き
点
が
多
く
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会	

11
月
６
日
～
８
日

　

野
崎
正
志
、岡
田
竜
一
、土
田
俊
人
、熊
倉　

均
、久
住
久
俊
、鶴
巻
俊
樹
、名
古
屋
豊
、

　

山
田
富
義
、武
藤
元
美

○
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
設
置
運
営
事
業

に
つ
い
て
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

　

平
成
22
年
３
月
に
豊
橋
市
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
推
進
計
画
を
策
定
し
、
日
照
条

件
が
良
好
な
地
域
特
性
を
生
か
し
て
、
太

陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
し
た
。
市
の
未
利
用
地
を
民
間
事

業
者
に
有
償
で
貸
し
付
け
、
事
業
者
が
太

陽
光
発
電
所
を
建
設
・
運
営
す
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
設
置
運
営
事
業
を
行
って
い
ま

し
た
。

○
一
宮
市
立
市
民
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
（
愛
知
県一宮
市
）

　
一
宮
市
立
市
民
病
院
が
平
成
22
年
５
月

に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、
医

師
確
保
の
た
め
に
大
学
医
局
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
研
修
医
を
多
く
採

用
す
る
こ
と
で
病
院
内
の
活
性
化
を
図
って

い
ま
し
た
。
ま
た
、
救
急
医
療
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
、
地
域
の
医
療
機
関
の
外

来
救
急
や
入
院
救
急
な
ど
の
医
療
体
制
の

役
割
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
域

の
病
院
や
診
療
所
と
の
連
携
の
下
「
地
域

医
療
連
携
」
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

○
高
齢
者
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
包

括
的
・
継
続
的
に
提
供
す
る
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
、
平
成
22
年
か
ら
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た
相
談
窓
口
で

あ
る
地
域
型
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
８
か
所

に
置
き
、
そ
の
中
心
に
あ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
困
難
事
例
の
対
応
や
専
門
機

関
と
の
調
整
な
ど
を
行
って
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
見
守
り
活
動
で
は
、
市
内

新
聞
店
５
社
と
協
定
を
締
結
し
、セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、
市
全
体
で
も
異
変
の
早

期
発
見
や
連
絡
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
と
め 

　

今
回
の
視
察
で一番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保

の
難
し
さ
で
、
３
６
５
日
24
時
間
対
応
の
た

め
多
く
の
医
療
ス
タ
ッフ
が
必
要
に
な
る
が
、

現
在
、
新
潟
県
が
進
め
て
い
る
県
央
基
幹

病
院
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー
ド
面
の
整

備
に
加
え
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
確
保

し
て
い
く
か
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会	

11
月
13
日
～
15
日

　

武
石
栄
二
、藤
田
博
史
、吉
田
進
一
郎
、下
村
喜
作
、佐
藤
和
雄
、髙
坂
登
志
郎
、

　

横
山
一
雄
、佐
藤
宗
司

○
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
東
京
都
文
京
区
）

　

千
駄
木
三・四・五
丁
目
地
区
に
お
い
て
、

平
成
15
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
「
く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
整
備
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
で
は
、
交
通
規
制
の
変
更
や
歩

道
整
備
、
車
両
速
度
抑
制
対
策
を
行
い
、

ま
た
、
生
活
系
の
道
路
と
し
て
は
全
国
で

初
め
て
道
路
の
拡
幅
を
伴
わ
な
い
電
線
類
の

地
中
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
整
備
を
行
っ

た
結
果
、
通
行
車
両
の
速
度
が
時
速
約
16

㌔
減
少
し
た
場
所
や
時
速
35
㌔
以
上
の
速

度
車
両
が
な
く
な
っ
た
場
所
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

○
下
水
道
未
普
及
解
消
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
（
愛
知
県
半
田
市
）

　

平
成
19
年
に
国
の
「
下
水
道
未
普
及
解

消
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジェク
ト
」
社
会
実
験
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
低
コ
ス
ト
で
、
早
期
か
つ
機
動
的
な
整
備

が
可
能
な
新
た
な
整
備
手
法
と
し
て
「
改

良
型
伏
越
し
の
連
続
的
採
用
」、「
道
路
線

形
に
合
わ
せ
た
施
工
」、「
発
生
土
の
管
き
ょ

基
礎
への
利
用
」
を
導
入
し
、
建
設
コ
ス
ト

を
13
～
68
％
縮
減
で
き
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

○
市
街
地
活
性
化
（
小
田
原
宿
な
り
わ
い

交
流
館
、
創
業
支
援
事
業
）
に
つ
い
て

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

　

中
心
市
街
地
の
回
遊
性
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年
9
月

に
小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
を
開
館
し

ま
し
た
。
建
物
は
旧
網
問
屋
を
再
整
備
し
、

小
田
原
の
伝
統
工
芸
品
展
や
街
か
ど
博
物

館
の
事
業
を
行
い
、
観
光
客
の
増
加
や
地

域
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
に
創
業
者
支
援

の
拠
点
と
し
て
「
お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
や
創
業
相
談
・
経
営
相
談
を
行
って
い

ま
し
た
。

　

ま
と
め 

　
コ
ミュニ
テ
ィ
道
路
整
備
で
は
、
交
差
点
の

明
確
化
や
イ
メ
ー
ジ
狭
さ
く
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
って
通
行
車
両
の
速
度
抑
制

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
市
街
地

に
お
い
て
も
有
効
な
手
段
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
未
普
及
ク
イ
ッ

ク
プ
ロ
ジェク
ト
の
取
り
組
み
は
、
コ
ス
ト
縮

減
と
工
期
短
縮
が
図
ら
れ
て
お
り
、
注
目

す
べ
き
取
り
組
み
で
し
た
。

救命救急センターが併設された一宮市民病院にて

観光案内・休憩所の機能を持つ小田原なりわい交流館にて

市民情報センターが設置された高崎市役所にて

行
政
視
察
報
告

行政視察報告 行政視察報告


